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序文

学問をゆるめる

内科のはずなのに、心療内科の患者さんが次々に来る、不思議な医院がある。

大人気の女医さんは、多くの人にカラダをゆるめる漢方を処方するそうだ。現

代日本人の暮らしぶりは、カラダを硬くすることばかりで出来ていると彼女は

言う。知らず知らず、硬くなっているのは、カラダばかりではない。当然、ア

タマも硬くなっている。考え方も、研究も、管理と効率という現代社会の呪文

で、自身を縛りあげるばかりになっているのは、昨今の日本人ノーベル賞受賞

者スピーチを思い出すまでもない。

そんなご時世に、このセミナーは、とりあえず空気がゆるい。

オーガナイザーのアートルさんと吉田さんコンビが醸し出す、よい意味で鷹揚

な空気感は、コチコチな研究会に慣れた頭で来た人を、少しはイライラさせる

のかもしれないが、概ね皆さんその空気を受け入れて、ゆるく会話を楽しみ始

める。

某国立大学の尊敬する先生が、「ムダを無くすためのスピーチをさせられる」

と言っているのを聞いたことがある。「ムダがなくなったら、いい大学ができ

るんですか？」私は即座に尋ねてしまった。感情や時間、エネルギーの、ある

意味膨大なムダの堆積なくしては、芸術文化は育まれない。学問もまた、文化

を創る働きではなかろうかと思うと、「大学からムダをなくしてどこへ行く？」

という問いが、素朴に浮かんだのだった。

このセミナーがムダだと言っているのでは決してない。管理効率化、戦後経済

復興の置きみやげは、国を豊かに見せはしても、一人一人に幸せをもたらすも

のでなかったことは、誰もが気づいている。柔らかに、のびやかに、知恵を編

む文化が育ってこそ、生きる喜びに近づく暮らしがある。学問が、文化を牽引

するつもりなのであれば、効率もムダもふくめて知的に楽しむ、開かれた力量

を取り戻さなくてはならないと思っている人は多いはずだ。大学も学問も、も

う少しゆるんだ方がいい。
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私は一応アーチストの端くれとみなされているが、アートの世界でさえ、変な

経済の歯車に巻き込まれ、売れた売れないの市場価値でのみ、社会に受け入れ

られている感もある。大学も、研究も、芸術さえもが抱えることになった息苦

しさの中では、ゆるさを許すことは結構たいへんなことかもしれない。この会

も、アートルさんが異邦人でなければ、もっと居場所がないものになっていた

かもしれない。また、吉田さんという、非凡な受け入れ精神と現実的処理能力

を備えたパートナーが彼に居なければ、やはりこの会が、ポテンシャルを落と

さずに走り続けることは難しかっただろうと思う。

つまり、このセミナーは、カチカチからノビノビまでの文化資源研究シーンを

俯瞰する、やや脱力系の異邦人的目線と、それを楽しみながら受け入れて、一

応きっちりと場に収める周到さを備えた、稀有なパートナーシップの上になり

たつ、なかなか珍しい議論の場ではないかと思う。文化人類学と考古学を軸に、

ローカルにもグローバルにも、縦、横、斜めの時空を飛び回って「文化」を見

つめ直そうとするその議論は、すそ野の広い、柔らかな、研究文化そのものの

醸造の場と呼ぶに値するものでもあるかと、私は思っている。

安芸早穂子　考古学・歴史復元イメージ画家
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